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令和２年度 経営発達支援事業 評価･見直し結果報告書 

 

１．評価機関名   江部乙商工会 経営発達支援事業評価委員会  

２．開催日時    令和３年３月２４日（水）１６時００分～１７時１０分 

３．開催場所    江部乙商工会館 ２階研修室 

４．出席者 

  滝川市産業振興部産業振興課 係長 山平 千奈都 

          北門信用金庫江部乙支店 支店長 中村 孝一 

    事務局 江部乙商工会 経営指導員 桧垣 貴信 

５．内容  

  定刻となり、事務局が開会を宣し議事に入る。 

 

（１）経営発達支援計画及び伴走型小規模事業者支援推進事業について  

  事務局は、令和２年３月１６日に認定を受けた経営発達支援計画及び認

定計画において交付を受けて実施した伴走型小規模事業者支援推進事業

の概要説明を行った。 

 

（２）令和２年度事業報告について  

事務局は毎年度、認定計画の実施状況を国へ報告すること及び経営発達

支援事業の評価・見直しを行う仕組みとして、本委員会により PDCA

を機能させていくことを説明した。 

令和２年度において、経営発達支援計画を推進していく為に実施した取

組内容と実施状況は以下のとおり。 

 

①地域経済動向の調査に関すること  

取組内容１：地域経済動向調査の実施 

目標：１２件  実績：２０件  自己評価：Ａ 

   ・会員企業への巡回訪問等により事業状況をヒアリング。今年度は特 

に新型コロナウイルス感染症の影響について情報収集。 

 

   取組内容２：関係機関等の景況調査データの活用・公表 

   目標：年４回  実績：年２回  自己評価：Ｃ 

   ・商工会ＨＰにより北門信用金庫の中空知管内景況レポートを公表。 

     

②経営状況の分析に関すること  

取組内容１：巡回訪問等による経営状況分析 

目標：５件  実績：１０件  自己評価：Ａ 

・巡回訪問、マル経斡旋、コロナ支援金等申請に伴い経営状況分析。 
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取組内容２：専門家による経営セミナーの開催 

目標：年１回  実績：年０回  自己評価：Ｄ 

・コロナの影響により集団による経営セミナーを中止。 

 

   取組内容３：ネット de 記帳等による財務分析 

   目標：５件  実績：５件  自己評価：Ｂ 

   ・ネットｄｅ記帳利用者に対してレーダーチャートを作成し財務分析。 

 

③事業計画策定支援に関すること  

取組内容：事業計画策定セミナーの開催 

目標：年１回  実績：年１回 

支援事業者数 目標：３件  実績：３件 自己評価：Ｂ 

・「事業計画策定支援」の個別相談会を開催。  

 

④事業計画策定後の支援に関すること  

取組内容：事業計画策定フォローアップ 

支援対象事業者数 目標：３件  実績：３件 自己評価：Ｂ 

・個別相談会出席者に対して事業計画策定フォローアップ個別相談会  

を開催。 

 

⑤需要動向調査に関すること  

取組内容：特産品開発に係る需要動向調査 

需要動向調査対象事業者数 目標：３件 実績：０件 自己評価：Ｄ 

・コロナの影響もあり特産品開発を一時見合わせに伴い需要動向調査 

を中止。 

 

 ⑥新たな需要の開拓に資する支援に関すること  

取組内容１：新商品開発の取組による展示会・商談会への出展 

目標：０件  実績：０件  自己評価：Ｄ 

・特産品開発が一時見合わせとなり再検討が必要。 

 

取組内容２：ＩＴ等を活用した需要開拓の取組 

需要開拓支援者数 目標：３件  実績：１０件 自己評価：Ａ 

・伴走型補助金を活用し地域事業者のポータルサイトを開設 

 

⑦地域経済の活性化に資する取組  

 取組内容：江部乙町内の地域ブランドの育成  自己評価：Ｂ 

 ・「えべおつスマイルマルシェ」を開催。地元物産・農産物を販売・

ＰＲ。 
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⑧他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関する

こと 

 取組内容：広域連携協議会等での情報交換 自己評価：Ｃ 

 ・広域連携協議会の「経営支援会議」や「マル経協議会」などコロナ 

の影響により中止となった。 

 

⑨経営指導員等の資質向上等に関すること  

 取組内容１：研修会等による支援力向上の取組 自己評価：Ｂ 

 ・経営指導員が専門研修を受講。知識の習得と支援方法を学ぶ。 

 

 取組内容２：職員会議による情報共有 自己評価：Ｃ 

 ・定期的な職員会議の開催には至らず。 

 

⑩事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること  

取組内容：事業評価委員会の開催 自己評価：Ａ 

・「事業評価委員会」を開催。  

 

（３）令和３年度事業計画及び予算について  

   令和３年度においても伴走型補助金を活用し有益な事業の実施を計画 

  していく旨の説明を行う。 

 

（４）事業の評価・見直し結果の内容について  

   外部有識者からの意見等は下記のとおり。 

   ・令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により計画していた 

事が中止になり思い通りに進まなかったことも多く大変だったと思う。 

 しかしながら、令和３年度もコロナの影響は変わらずあると思うの 

で、できないから諦めるのではなくできることを見つけて、創意工夫 

をして事業を停滞させることなく進めて行って欲しい。 

 

 その他、事務局は意見等を求めたが特に発言はなく、評価委員会を閉会し

た。時に１７時１０分。 

 

 

 


